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９
月
３
日
（
月
）
に
下
北
沢
都
市
計
画
決
定
取
り
消
し
訴
訟
の
第
五
回
口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
、
約
７
０
名
の
方
が
傍
聴
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
口
頭
弁
論
で
は
、
補
助

５
４
号
線
や
区
画
街
路
１
０
号
線
（
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
）
の
違
法
性
を
示
す
具
体
的
証
拠

を
提
示
し
な
が
ら
、
被
告
行
政
側
の
論
理
の
矛
盾
を
追
求
す
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

■
地
区
計
画
も
示
さ
ず
、

道
路
計
画
が
駅
前
高
層
ビ

ル
化
を
先
取
り
。
違
法
。

　

法
廷
で
は
ま
ず
、
石
本

原
告
代
理
人
よ
り
準
備
書

面
７
（
本
件
都
市
計
画
道

路
と
下
北
沢
駅
周
辺
地
区

地
区
計
画
及
び
同
地
区
内

の
用
途
地
域
の
変
更
の
一

体
性
及
び
区
画
街
路
１
０

号
線
の
都
市
計
画
の
重
大

な
違
法
性
に
つ
い
て
）
に

つ
い
て
の
陳
述
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

準
備
書
面
７
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
。

１
．
地
区
計
画
・
用
途
地

域
の
変
更
は
、
空
間
的
に

も
、
時
間
的
に
も
、
内
容

的
に
も
、
都
市
計
画
道
路

（
補
助
５
４
号
線
・
区
画

街
路
１
０
号
線
）
と
一
体

の
も
の
で
あ
る
。

空
間
的
：

・
道
路
計
画
第
１
期
工
事

工
区
と
地
区
計
画
の
「
商

業
地
区
Ａ
」
と
が
一
致
す

る
。

・
用
途
地
域
の
変
更
で
、

商

業

地

区

Ａ

全

体

の

容

積

率

が

５

０

０

％

に

緩

和
（
従
来
は
３
０
０
％
と

５
０
０
％
が
あ
り
）
さ
れ

た
。

時
間
的
：

・
Ｈ
１
８
年
１
０
月
１
８

日
に
、
地
区
計
画
は
世
田

谷
区
都
市
計
画
審
議
会
で

強
行
採
決
さ
れ
、
同
日
そ

れ
に
先
立
ち
東
京
都
は
本

件
都
市
計
画
道
路
の
事
業

認
可
を
行
い
、
世
田
谷
区

は
、
Ｈ
１
８
年
１
２
月
７

日
に
地
区
計
画
を
決
定
し

た
。

内
容
的
：

・
地
区
計
画
の
道
路
幅
員

に
よ
る
容
積
率
制
限
の
緩

和
は
、
都
市
計
画
道
路
の

建

設

を

前

提

と

し

て

い

る
。

２
．

地

区

計

画

に

お

け

る

区

画

街

路

１

０

号

線

（
ロ
ー
タ
リ
ー
）

に
接
す

る
敷
地
の
規
定
に
違
法
性

が
あ
る
。

　

（
ア
）
商
業
地
区
Ａ
（
駅

に
近
い
商
業
地
）
で
は
、

補
助
５
４
号
線
ま
た
は
区

画
街
路
１
０
号
線
を
前
面

道
路
と
す
る
敷
地
で
、
敷

地
面
積
が
２
０
０
０
㎡
以

上
の
場
合
は
高
さ
６
０
ｍ

の
建
物
・
５
０
０
㎡
以
上

の
場
合
は
４
５
ｍ
の
建
物

を

建

て

る

こ

と

が

で

き

る
。

　

こ

の

規

定

に

該

当

す

る
の
は
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
の

敷

地
、

本

多

劇

場

の

敷

地
、
ダ
イ
エ
ー
の
敷
地
で

あ
る
。
実
は
、
区
画
街
路

１ 

０ 
号
線
の
「
素
案
」

の
段
階
で
は
、
本
多
劇
場

の
敷
地
と
ダ
イ
エ
ー
の
敷

地
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
「
計
画
案
」

の
段
階
に
な
る
と
、
南
側

誰
の
た
め
の
下
北
沢
駅
前
交
通
広
場
、

何
の
た
め
の
都
市
計
画
道
路
？

１
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八
百
屋
・
パ
チ
ン
コ
屋
前

の
既
存
道
路
が
１
０
号
線

の

計

画

に

含

ま

れ

る

こ

と
に
な
り
、
本
多
劇
場
の

敷
地
と
ダ
イ
エ
ー
の
敷
地

が
、
高
さ
制
限
の
緩
和
該

当
敷
地
と
な
っ
た
。

　

（
イ
）
な
お
、
ダ
イ
エ
ー

の

敷

地

は
、

区

画

街

路

１
０
号
線
に
接
し
て
い
な

い
が
、
地
区
計
画
の
規
定

で
、
「
区
画
街
路
１
０
号

線
に
並
行
し
て
一
体
的
な

利
用
が
図
れ
る
道
路
区
域

の
部
分
」
も
前
面
道
路
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
緩
和
該
当
敷
地
と

な
っ
た
。

　

（
ウ
）

区
画
街
路
１
０

号
線
の
都
市
計
画
決
定
が

な
さ
れ
た
Ｈ
１
５
年
１
月

３
１
日
の
段
階
で
は
、
地

区
計
画
は
決
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
案
さ
え
住
民
に
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

行
政
側
は
既
に
決
め
て
い

た
。

３
．
地
区
計
画
ま
た
は
用

途
地
域
変
更
が
違
法
で
あ

れ
ば
、
一
体
性
を
有
す
る

都
市
計
画
道
路
も
違
法
で

あ
る
。

　

　

本
件
の
計
画
道
路
は
、

本
来
の
「
道
路
の
機
能
」

で
は
な
く
「
地
区
計
画
」

と
セ
ッ
ト
に
し
た
高
層
ビ

ル
の
誘
導
・
再
開
発
が
真

の
目
的
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
。
地
区
計
画
と
の
一

体
性
や
、
計
画
範
囲
の
恣

意
的
な
線
引
き
な
ど
本
来

考
慮
す
べ
き
で
な
い
他
事

考
慮
そ
の
も
の
で
あ
り
、

行
政
の
裁
量
判
断
を
大
き

く
逸
脱
し
て
お
り
違
法
で

あ
る
。

■
自
動
車
保
有
台
数
は

減
少
予
測―

―

誰
の
た

め
の
道
路
建
設
か

　

続
い
て
宮
村
原
告
代
理

人
よ
り
準
備
書
面
６
（
被

告
東
京
都
の
Ｈ
１
９
年
６

月
２
５
日
付
け
準
備
書
面

（
３
）
に
対
す
る
反
論
）
・

第
３
「
補
助
５
４
号
線
の

道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上

の

必

要

性

」

に

つ

い

て
、
に
関
す
る
陳
述
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
．
東
京
都
は
自
動
車
交

通
需
要
の
増
加
を
前
提
と

し
て
補
助
５
４
号
線
の
必

要

性

を

主

張

し

て

い

る

が
、
三
菱
総
研
の
予
測
（
甲

５
７
号
証
）

に
よ
れ
ば
、

２
０
１
７
年
を
ピ
ー
ク
に

日
本
の
自
動
車
保
有
台
数

は
減
少
す
る
。
特
に
、
東

京
は
、
公
共
交
通
の
発
達

と
高
齢
化
に
よ
り
減
少
す

る
。

２
．
東
京
都
は
、
鎌
倉
通

り
と
茶
沢
通
り
に
流
入
す

る
通
過
交
通
解
消
の
た
め

に
補
助
５
４
号
線
の
建
設

が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す

る
が
、
南
北
方
向
に
走
る

鎌
倉
通
り
及
び
茶
沢
通
り

と
東
西
方
向
に
走
る
補
助

５
４
号
線
と
は
交
差
す
る

関
係
に
あ
り
、
両
通
り
に

流
入
す
る
通
過
交
通
総
量

は
減
少
し
な
い
。

■
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
を
促
進
す
る
道
路
行

政
を
糺
す
。

　

最
後
に
、
斉
藤
原
告
代

理
人
よ
り
、
地
球
温
暖
化

等
の
環
境
問
題
の
一
環
と

し
て
、
道
路
問
題
を
大
局

的
に
考
え
る
べ
き
こ
と
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
今
年
８
月
の
異
常
な

暑
さ
は
、
日
本
の
国
土
造

り
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
・

高
層
ビ
ル
が
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
を
も
た
ら

し
た
。
緑
地
を
ど
の
よ
う

に
回
復
し
て
ゆ
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

２
．
１
９
６
９
年
６
月
に

改
正
さ
れ
る
前
の
都
市
計

画
法
（
旧
法
）
で
は
、
緑

地
と
道
路
は
繋
が
り
の
あ

る
も
の
と
し
て
、
目
配
り

が
さ
れ
て
い
た
。
戦
災
復

興
計
画
に
お
い
て
は
、
道

路
と
緑
地
帯
を
融
合
さ
せ

た

総

合

的

な

計

画

と

し

て
、
交
通
機
能
強
化
及
び

地
域
環
境
保
全
の
双
方
に

関
す
る
考
慮
が
な
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
公
害
対

策
基
本
法
（
６
７
年
）
が

制
定
さ
れ
環
境
保
全
が
問

わ

れ

だ

し

て

い

る

最

中

に
、
新
法
が
施
行
さ
れ
る

直
前
に
、
東
京
特
別
区
の

９
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

緑
地
に
係
る
都
市
計
画
は

廃
止
さ
れ
宅
地
に
切
り
替

え
ら
れ
た
。

３
．
緑
地
帯
と
融
合
さ
れ

た
総
合
計
画
と
し
て
策
定

さ
れ
た
は
ず
の
補
助
５
４

号
線
は
、
道
路
計
画
の
み

が
何
の
見
直
し
も
な
い
ま

ま
残
存
し
た
。

■
次
回
の
口
頭
弁
論

　

こ
の
あ
と
、
今
後
の
訴

訟

の

進

め

方

に

つ

い

て

の
質
疑
が
あ
り
、
次
回
口

頭
弁
論
は
、
１
１
月
５
日

（
月
）
１
４
：
０
０
～
、
場

所
は
今
回
と
同
じ
１
０
３

号
大
法
廷
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
口
頭
弁
論
の
流

れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

「

準

備

書

面

」

や
「

証

拠
」
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
ら
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。 

w
w
w
.
s
h
i
m
o
k
i
t
a
-

a
c
t
i
o
n
.
n
e
t

２

弁
護
団
と
原
告
に
よ
る
報
告
集
会

　

法
廷
終
了
後
に
は
弁
護
士
会
館
の
会
議
室
に
て

「
報
告
集
会
」
を
行
い
、
弁
護
団
よ
り
、
訴
訟
内

容
の
解
説
、
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
の
追
加
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
れ
を
う
け
て
、
原
告
と
弁
護
団
と
の
意

見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
約
６
０
名
の
原
告
と
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
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連
立
事
業
の
事
業
主
体
は

東
京
都
で
９
２
．５
％
が
税
金

　

下
北
沢
で
行
わ
れ
て
い

る
小
田
急
線
の
地
下
鉄
化

事
業
は
正
し
く
は
「
小
田

急
線
線
増
連
続
立
体
交
差

事
業
」
と
言
い
ま
す
。

　

小
田
急
線
の
事
業
だ
か

ら
小
田
急
電
鉄
が
金
を
出

し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
思
っ

た
ら
大
間
違
い
。
こ
の
連

続
立
体
交
差
事
業
（
以
後
、

連
立
事
業
と
略
）
は
道
路

事
業
を
積
極
推
進
し
、
周

辺
を
再
開
発
し
て
い
く
た
め

の
公
共
事
業
と
し
て
都
市

計
画
さ
れ
、
道
路
特
定
財

源
を
中
心
と
す
る
税
金
及

び
政
府
資
金
、
利
用
者
の

運
賃
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
化
（
連
続
立
体
交

差
化
）

に
す
る
事
業
と
、

線
増
、
つ
ま
り
複
々
線
化

に
す
る
事
業
と
が
同
時
に

行
わ
れ
て
全
体
の
事
業
費

は
１
２
５
８
億
円
で
す
。

　

切

り

分

け

る

こ

と

は

難
し
い
の
で
す
が
、
行
政

は

こ

の

事

業

を

連

立

化

と
複
々
線
化
と
に
切
り
分

け
、
東
京
都
が
事
業
主
体

の
連
立
事
業
は
６
６
５
億

円
、
複
々
線
化
は
鉄
道
事

業
者
の
事
業
で
５
９
３
億

円
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
小
田
急
電

鉄
が
事
業
実
施
中
に
負
担

す
る
事
業
費
は
６
６
５
億

円

の

う

ち

５

０

億

円

（
７
．

５
％
）

の
み
で
あ

る

こ

と

が

最

近

明

ら

か

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

は
連
立
事
業
費
中
９
２
．

５
％
は
税
金
（
道
路
特
定

財
源
）
で
賄
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

複
々
線
事
業
の
事
業
主
体

は
「
独
立
行
政
法
人
」

　

複
々
線
事
業
は
小
田
急

が
行
っ
て
い
る
と
行
政
は

説
明
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
法
律
を
探
っ
て
い

く
と
全
く
の
ウ
ソ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

旧
日
本
鉄
建
公
団
は
新

幹
線
を
建
設
す
る
た
め
に

で
き
た
政
府
外
郭
団
体
の

鉄
道
事
業
者
で
す
が
、
私

鉄
の
複
々
線
事
業
を
「
代

行
」
し
て
行
う
「
Ｐ
線
事
業
」

な
る
も
の
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

小
田
急
線
線
増
連
続
立

体
交
差
事
業
の
場
合
、
複
々

線
事
業
は
確
か
に
鉄
道
事

業
者
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

複
々
線
事
業
を
行
っ
て
い

る
鉄
道
事
業
者
は
小
田
急

電
鉄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
鉄
道
事
業
者
と
は

独
立
法
人
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
略

称
は
鉄
道
・
運
輸
機
構
：
旧

日
本
鉄
道
建
設
公
団
）
で

あ
っ
て
、
土
地
の
買
収
も
行

い
、
小
田
急
の
土
地
も
所
有

権
移
転
し
た
上
で
事
業
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業

費
は
政
府
資
金
（
財
政
投

融
資
）
で
賄
わ
れ
、
完
成

後
に
小
田
急
電
鉄
は
２
５

年
年
賦
の
低
利
（
５
％
以

上
は
国
と
自
治
体
の
利
子

補
給
付
き
）
で
買
い
戻
す

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

結

局
、

事

業

完

成

ま

で

に

小

田

急

電

鉄

は

１
２
５
８
億
の
総
事
業
費

の
内
た
っ
た
５
０
億
円
を

負

担

す

る

の

み

で

事

業

が
完
成
し
、
５
９
３
億
円

の
複
々
線
分
を
２
５
年
か

か
っ
て
買
い
戻
せ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
、
こ
の
事
業
を
行
う
に

当
た
っ
て
小
田
急
は
１
０

年

間

運

賃

を

値

上

げ

し

て
、
経
費
を
た
め
込
ん
で

よ
い
（
特
定
都
市
鉄
道
整

備
促
進
特
別
措
置
法
）
こ

と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

小

田

急

電

鉄

は

二

重

に

「
お
い
し
い
」

　

さ
て
、
優
遇
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
事
業
主
体
を
行
政
と
政

府
機
関
に
移
し
た
後
、
工

事
実
施
の
権
限
を
丸
ご
と

受
け
る
の
は
小
田
急
電
鉄

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す
。
小
田
急
電
鉄
は
こ
の

巨
大
な
公
共
事
業
を
行
政

や
政
府
系
法
人
か
ら
独
占

的
に
引
き
受
け
、
こ
こ
で

は
請
負
事
業
者
と
し
て
儲

け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。
実
際
の
工
事

は
孫
請
け
で
各
種
Ｊ
Ｖ
に

振
り
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
業
界
の
も
た
れ
あ

い
構
造
で
、
利
益
を
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

新
た
に
生
ま
れ
る
空
間
は

公
共
利
用
が
優
先

　

下
北
沢
の
連
立
事
業
は

地

下

化

で

行

わ

れ

ま

す

の
で
、
事
業
完
成
後
に
は

上
部
に
広
大
な
土
地
（
行

政

は

利

用

可

能

面

積

を

２
７
０
０
０
㎡
と
説
明
）

が
で
き
ま
す
。

　

連
立
事
業
は
公
共
事
業

で
あ
る
だ
け
に
政
府
が
要

綱
（
旧
建
運
協
定
）
を
定

め
て
行
っ
て
い
る
事
業
で

す
。
こ
の
要
綱
で
は
事
業

で
新
た
に
生
ず
る
空
間
に

小
田
急
線
連
立
事
業
は
公
共
事
業

跡
地
利
用
は
行
政
＝
市
民
に
権
限
あ
り

３

世
田
谷
区
議
・
木
下
泰
之

●連続立体交差事業の手引き（58 頁）

「高架下（跡地）利用については、都市側は鉄道事

業者の業務に支障ない限り高架下（跡地）に公共

の用に供する施設を設置することができる。この

場合、貸付可能面積（ただし既設相当分）の 15％

相当部分は公租公課相当額で利用でき、15％相当

分を超える部分は鉄道事業者の定める貸付規則に

よる使用料にて使うことができるものである。」

593 億円 665 億円

50 億円

既設分の地下化
（連続立体事業）

線増地下化
（複々線事業）

線増・連続立体交差事業　事業費内訳

総額1258 億円

●複々線事業

事業主体：独立行政法人鉄道建設・運輸機構

事業費：
・行政負担（財政投融資）
・完成後 25 年年賦で小田急が買い戻す
　（国・都の利子補給あり）

●連続立体交差事業

事業主体：東京都

事業費：
・行政負担（国・都・区が負担、道路特定財源など）
・一部小田急が負担（受益相当分として50 億円）

小田急負担
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８
月
１
３
日
か
ら
１
５
日
の
３
日
間
、

劇
場

「
ザ
・
ス
ズ
ナ
リ
」
と
下
北
沢
商
業
者
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
、
延
べ
千
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
り
、
下
北
沢
の
良
さ
・
大
切
さ
が
、
歴
史
的

に
多
角
的
に
掘
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
は
公
共
利
用
が
優

先
で
き
る
よ
う
に
で
き
て

い
ま
す
。

　

既
に
明
ら
か
に
し
て
き

た
よ
う
に
、
小
田
急
電
鉄

に

二

重

三

重

に

行

わ

れ

て

い

る

優

遇

策

を

考

え

れ
ば
、
こ
の
土
地
の
利
用

に
つ
い
て
は
行
政
が
公
共

計
画
さ
え
立
案
す
れ
ば
優

先
し
て
使
用
で
き
る
（
建

運
協
定
１
０
条
）
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
公

共
利
用
計
画
を
立
て
な
け

れ
ば
、
そ
の
利
用
可
能
な

土
地
の
使
用
権
限
は
小
田

急
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
田
谷
区
が
利

用
計
画
を
示
し
て
い
る
の

は
１
０
０
０
０
㎡
に
足
り

な
い
面
積
に
す
ぎ
ま
せ
ん

か
ら
、
１
７
０
０
０
㎡
余

は
こ
の
ま
ま
だ
と
小
田
急

電
鉄
の
利
用
に
供
さ
れ
、

小
田
急
О
Ｘ
や
関
連
商
業

施
設
が
立
ち
並
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

公
共
に
よ
る
全
部
利
用
を

宣
言
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

　

逆

に

世

田

谷

区
（

あ

る
い
は
東
京
都
や
国
）
が

２
７
０
０
０
㎡
の
公
共
利

用
を
求
め
れ
ば
、
電
鉄
側

は
協
議
に
応
ず
る
こ
と
が

義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

鉄
道
の
営
業
上
支
障
の
あ

る
も
の
を
除
け
ば
断
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
事
実
上
、
全
部
が

使
え
ま
す
。
既
設
線
分
の

１
５
％
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
は
既
設
線
・
線
増

線
分
と
も
に
使
用
料
金
は

生
じ
ま
す
が
、
全
体
の
事

業
費
か
ら
い
え
ば
大
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
税
金
を
投
じ
た
公
共

事
業
で
全
く
新
た
な
空
間

が
生
ま
れ
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
空
間
は
本
来
公
共
＝

市
民
の
も
の
の
は
ず
で
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
小
田
急
線

地
下
化
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
小
田
急
線
は
地
下
に

地
上
は
緑
に
」
を
実
行
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

上
部
利
用
計
画
に
つ
い

て
最
近
、
小
田
急
電
鉄
に

「
お
願
い
」
す
る
よ
う
な
論

理
を
世
田
谷
区
や
区
か
ら

派
遣
さ
れ
る
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
振
り
ま
い
て
い
ま

す
が
、
行
政
に
公
共
利
用

計
画
を
立
案
さ
せ
る
こ
と

が
公
共
利
用
の
第
一
歩
で

あ
り
、
決
し
て
小
田
急
に

お
願
い
す
る
筋
合
い
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
予
定
地
の
劇
場

「
ザ
・
ス
ズ
ナ
リ
」
で
語
る

図
書
紹
介

『
公
共
事
業
と
市
民
参
加
』
学
芸
出
版
社

著
：
江
崎
美
枝
子
＋
喜
多
見
ポ
ン
ポ
コ
会
議

　

東
京
外
環
道
の
計
画
に
疑
問
を
も
っ
た
本
当
の

素
人
た
ち
が
、
交
通
量
調
査
の
イ
ロ
ハ
を
自
習
し

て
、
国
土
省
や
外
環
Ｐ
Ｉ
協
議
会
で
、
計
画
の
交

通
量
等
に
鋭
い
質
問
を
浴
び
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
理
由
を
資
料
で
も
っ
て
突

き
つ
け
て
い
る
か
ら
、
計
画
の
背
景
が
曖
昧
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

回
覧
し
て
の
一
読
も
あ
る
か
と
思
い
、
「
ま
も

れ
シ
モ
キ
タ
！
行
政
訴
訟
の
会
」
で
２
冊
注
文
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

堀
江 

照
彦)

４
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Ｑ　

裁
判
は
、
全
体
で
ど

れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

第

一
審
の
審
理
は
、
ど
の
あ

た
り
ま
で
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

こ
の
裁
判
は
一
般
の

民
事
事
件
と
は
異
な
る
行

政
訴
訟
で
あ
り
、
過
去
に

も
事
例
の
な
い
も
の
で
す

か
ら
、
ど
の
く
ら
い
時
間

が
か
か
る
か
を
予
測
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

全
体
で
は
最
高
裁
も
含
め

て
５
年
程
度
が
ひ
と
つ
の

目

安

に

な

る

と

思

い

ま

す
。

　

裁
判
は
、
速
け
れ
ば
よ

い

と

い

う

も

の

で

は

な

く
、
長
け
れ
ば
よ
い
と
い

う

も

の

で

も

あ

り

ま

せ

ん
。
紛
争
の
内
容
に
見
合

う
だ
け
の
審
理
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
時
間
の
長

短
で
は
な
く
、
い
か
に
充

実
し
た
審
理
を
す
る
か
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
行
わ
れ
て
い
る
第
一

審
は
、
違
法
性
の
主
張
に

つ
い
て
、
い
よ
い
よ
具
体

的
な
議
論
が
始
ま
り
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら

違

法

性

の

議

論

が

深

ま
っ
て
い
く
段
階
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

Ｑ　

都
市
計
画
と
地
区
計

画

が

よ

く

分

か

り

ま

せ

ん
。

Ａ　

地
区
計
画
は
都
市
計

画
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

都
市
計
画
に
は
、
土
地

利
用
に
関
す
る
計
画
（
用

途
地
域
な
ど
）
、

都
市
施

設

に

関

す

る

計

画
（

道

路
、

鉄

道

な

ど

）
、

市

街

地

開

発

に

関

す

る

計

画
（
市
街
地
開
発
事
業
な

ど
）
、

地
区
に
関
す
る
計

画
（
地
区
計
画
な
ど
）
が

あ
り
ま
す
。

　

下
北
沢
で
は
、
用
途
地

域
の
変
更
、
道
路
、
鉄
道

の

計

画
、

地

区

計

画

な

ど
、
複
数
の
都
市
計
画
が

同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ　

訴

訟

の

相

手

方

の

国
・
東
京
都
・
世
田
谷
区

の
三
者
の
関
係
を
ど
う
み

た
ら
い
い
の
で
す
か
？

Ａ　

鉄
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
計
画
し
て
事
業
を
行

う
の
が
東
京
都
で
、
事
業

を

認

可

し

た

の

が

国

で

す
。

補
助
５
４
号
線
は
、

計
画
し
て
事
業
を
認
可
し

た
の
が
東
京
都
で
、
事
業

を
行
う
の
が
世
田
谷
区
で

す
。
区
画
街
路
１
０
号
線

は
、
計
画
し
て
事
業
を
行

う
の
が
世
田
谷
区
で
、
事

業
を
認
可
し
た
の
が
東
京

都
で
す
。

　

シ
モ
キ
タ
訴
訟
で
は
、

鉄
道
事
業
を
契
機
と
し
て

道
路
を
作
り
、
道
路
を
前

提
に
街
を
再
開
発
す
る
と

い
う
複
合
的
な
問
題
に
つ

い
て
審
理
し
て
い
ま
す
の

で
、
国
・
東
京
都
・
世
田

谷
区
を
相
手
に
訴
訟
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

私
は
、
こ
の
訴
訟
は

補
助
５
４
号
線
の
中
止
と

し

か

頭

に

あ

り

ま

せ

ん

で
し
た
が
、
弁
護
団
の
弁

護

士

は
、

下

北

沢

の

問

第
６
回　

口
頭
弁
論
の
お
知
ら
せ

　

日
時　

：
１
１
月
５
日
（
月
）
１
４
：
０
０
～

　

場
所　

：
東
京
地
方
裁
判
所
・
１
０
３
号
大
法
廷

　

交
通　

：
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線
・
日
比
谷
駅
・

　
　
　
　
　

千
代
田
線
・
霞
が
関　

Ａ
１
出
口
か
ら
徒
歩

　
　
　
　
　

１
分
・
有
楽
町
線
・
桜
田
門
５
番
出
口
か
ら

　
　
　
　
　

徒
歩
５
分

　

大
法
廷
を
傍
聴
人
で
一
杯
に
し
、
こ
の
訴
訟
へ
の
関
心

の
高
さ
を
裁
判
官
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

法
廷
終
了
後
に
、
弁
護
士
会
館
で
裁
判
の
内
容
に
つ
い

て
弁
護
団
か
ら
解
説
を
う
け
る
と
と
も
に
、
質
疑
応
答
・

意
見
交
換
も
行
な
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

平
成
１
８
年
９
月
に
訴
訟
提
起
以
来
、
三
次
に
わ
た
る

原
告
募
集
を
行
い
、
約
１
０
５
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
こ
の
訴
訟
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
下
さ
る

市
民
の
方
々
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
参
り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
は
年
会
費
一
口
５
千
円
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。
「
ま
も
れ
シ
モ
キ
タ
！
通
信
」
を
は
じ

め
、
勉
強
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

訴
訟
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
を
郵
送
・
メ
ー

ル
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
成
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
（
コ
モ
ン
法
律
事
務
所
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
３―

５
４
５
２―

２
０
１
５

６

よ
く
あ
る
質
問
＆
回
答

題
は
、
道
路
だ
け
で
は
な

く
、
再
開
発
問
題
も
含
ま

れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
裁
判
に
勝
つ

こ
と
で
、

何
を
目
指
し
、

ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て

い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

下
北
沢
に
補
助
５
４

号
線
が
で
き
る
と
、
道
路

予
定
地
の
様
相
は
一
変
し

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
下
北
沢
の
街
全
体
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
下

北
沢
で
は
補
助
５
４
号
線

を
前
提
に
再
開
発
の
計
画

（
地
区
計
画
）
が
作
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
補
助
５
４

号
線
の
計
画
を
見
直
す
こ

と
は
、
下
北
沢
の
再
開
発

の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と

な
の
で
す
。

　

補
助
５
４
号
線
の
計
画

を
見
直
し
、
大
き
な
道
路

が
な
く
歩
行
者
優
先
の
現

在
の
下
北
沢
の
良
さ
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
、
目
指
す
べ

き
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
議
な
ど
で
出
さ
れ
た
質
問
や
、

ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
い
る
素
朴
な
疑
問
と
い
っ
た
も
の
に

答
え
て
ゆ
き
ま
す
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ

て
欲
し
い
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。


